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最終評価シート

指定期間

2年目（5年間）
【通算8年目】

■項目別の評価結果

Ｂ

Ａ

Ａ

■特記事項
管理状況が良く今後も継続が望まれる点 今後取り組むべき点や改善が望まれる点

・ヤゴ救出イベント等で、専門家と連携して自然と触れ合う機
会の創出と環境教育の効果をあげており、今後も継続が望
まれる。
・なでしこリーグや大学ラグビー等のトップアスリートと市民の
交流や、スタジアムの雰囲気を体感するイベントや、スタジア
ムでの健康づくりなど、多様なスポーツを経験できる機会を
提供しており、今後も継続が望まれる。
・消防署と連携して災害ヘリコプター訓練に市民参加を募る
など、広域避難場所として防災意識向上を図っており、今後
も継続が望まれる。

・県立公園唯一の運動公園として、今後も利用促進のための
取組みを継続するとともに、利用者ニーズを的確に捉え、公園
のポテンシャルを高めることが望まれる。

＜最終評価の基準＞

「特に優良」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、特に優秀な実績・成果をおさめている。[Ｓが３つ以上、Ｂ、Ｃがない]
「優良」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、優秀な実績・成果をおさめている。[Ｂ、Ｃがない]
「良好」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に適合している。[Ｃがなく、「特に優良」「優良」以外]
「一部良好でない」　県が求めている管理運営業務の執行状況・執行体制・事業効果に対し、一部において適合していない。[Ｃが１つ以上ある]

２.　業務執行体制 ４.　個別項目

Ｓ

・地元・関係機関との連携について、災害ヘリコプター
離発着訓練参加者を公募とすることで市民参加者数を
増加させた。また公民館と新たに連携し、スタジアムツ
アーという新たらしい魅力を創出するなど、特筆すべき
管理状態であった。
・事業計画に沿った職員配置、本部との連携、人材育
成など、適切な運営体制が確保されていた。
・個人情報保護、関係法令等が適切に遵守されてい
た。
・ボランティア・NPO等、自治体、関係機関と連携して、
花壇づくりやヨガ教室などを実施していた。
・地元企業のCSR活動について連携を行っていた。

・「する・みる・ささえる」スポーツの支援」、「レジャーやレク
リエーションを通じた健康づくりの促進」、「憩いと交流の
機会を創出」については、事業計画に沿って管理運営が
行われていた。

５.　提案の履行

・指定期間の2年目として、提案どおり取り組まれていた。

良好 平成28年度

１.　適切な管理運営業務の執行 ３.　事業効果

Ａ

・環境への配慮では、プールのヤゴ救出イベントを新
規に実施し、市民や保育園児の多数参加を得たと共
に、スポーツ利用主体の本公園で、自然との触れ合う
機会を創出し、専門家と連携して環境教育の効果もあ
げるなど、著しい成果が見られた。
・サービス向上では、なでしこ女子サッカーチームの公
開練習を新規に誘致し400人近い観客を集めた。これ
を契機に同チームはなでしこリーグ戦も本公園で行
い、これらの活動がインターネットで取り上げられること
で、本公園の社会的注目度向上につながるなど著しい
成果が見られた。
・植物管理、施設管理、清掃、利用者への対応、安全
管理については事業計画に沿って管理運営が行われ
ていた。

・アンケート調査結果によると、清潔さ、接客、安全・安心
の満足度は「高い」評価になっているものの、植物管理、
全体の満足度は「普通」という評価となっている。
・植物管理では、「雑草の管理ができていない」、「樹木や
花に名札が付いていない」という意見がある一方「草花の
手入れは良い」、「グラウンドの芝が良い」などの意見が
あった。
・自由意見では、「芝のグラウンドが安く使えて良い」、「自
然もあってきれいだ」、「夜の電気をもう少し遅くまでつけ
てほしい」などの意見があった。

・平成28年度の公園利用者数は、5年目の年間目標値794千
人に対して786千人であった。

最終評価 評価対象年度

■新規：H27年度から新規協定を結んだ指定管理者
■継続：前回指定期間から継続して管理している指定管理者

公園名 指定管理者

保土ケ谷公園
(公財)神奈川県公園協会・（株）サカタのタネ
・（株）オーチュー　グループ　（継続）
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